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（論文内容の要旨） 
 
 光は季節によって、さまざまな変化を遂げる。そしてそれは、自分に暖かい印象を与えるものであっ
た。以前から、天気の良い晴れた日差しの下で草花が影を落としている様子に、えもいわれぬ心地よさ
を感じていた。 
 改めて自分の制作の中での光の存在を振り返ってみると、形態や質感は具象的といえるものの、現実
の風景と比較すると、画中には実際目に映る陰影の姿が正確には描かれていないことに気付いた。それ
はつまり、対象物そのものの姿というより、光の状況で変わる事物の印象に惹かれ、その印象を描くこ
とに重点を置いていたということだった。そのため本稿では、光の状況に左右されない事物そのものの
在り方というよりも、光を含んだ空気が、さまざまな光の空間としてどのように変化し、画面に具現化
されているのかを考えてみた。 
 第１章では今までの制作を振り返ることを通して、三年間の研究テーマとなった光を取り巻く空間表
現について論じた。 
 景色や草木を絵にしようと思ったときに、私は対象物そのものに魅力を感じ、目に映るそのままの印
象に意識が向いていたように思っていた。しかし、自分の今までの作品は対象物の固有色というより、
固有色にはない暖色系の色の絵が多いことに気が付いた。つまり対象物を見た時に、光が自己のフィル
ターを通して表出されることに気がついた。そのことから物が光によって影響を受けて変化するさまに
魅力を感じてそれを表現する、つまり対象物よりも光に意識を向けた、光の取り巻く空間を制作に取り
組むようになった。 
 光によってさまざまな景色がその時々の色に染まり、それが魅力を感じさせ、つまりその記憶が絵画
空間へ自ずと展開されていく、ということだった。その場合、制作の上で光というものは絵画的にどう
変化して具現化されていたのだろうか。ここでは、光が事物を取り巻く空間として考察した。 
 第２章では、絵画の中に存在する光の表現にはどのような違いがあるのか調べてみた。 
 まず日本絵画は現実・演出・イメージを重視した光の表現、すなわち建物の中に存在する光の効果を
考慮していたものであり、感情の器のような存在であったのではないかと想定できた。そして西洋絵画
は、例えば印象派と呼ばれる陰影法に見られるように、光そのものを捉えた表現が多かった。どちらも
絵画的空間としてみたときに、まったく異なった表現でも光を意識していることがうかがわれた。 
 そこで、それぞれの特質に着目し、それらの絵と自己の制作を比較することから始めた。艶やかな色
 彩画家であるゴッホの絵画は、写実性を伴いながら多彩な色面で情景をうつしだし、色のコントラスト
を活かして季節を表現していた。琳派の中でも金箔を施して空間を表現している襖絵や屏風は、平面的・
装飾的であると同時に写実性も持ち合わせている。 
 一方向から光が注がれることによって影が存在するが、私も制作のうえで、対象物とそれに現れる影
を具体的に表現してみた。つまり、その影の中に対象物を透過したことによってみえてくる光の透過色
及び、反射光として追求した。 
 第３章では、自然現象の表情の中に感じることができる光について、そしてそれらを取り巻く光の効
果をめぐる研究を試みた。 
 私が光に魅力を感じるのは、生い茂る草花に差し込む光の中での木漏れ日だった。その結果、草花や
樹木のシルエットに興味を持つようになり、そうした美しさに意を置き、後に空の重要性についても関
連性があると考えるようになった。そこからさまざまな絵画を例に挙げ、光の状況を表現するためのあ
らゆる要因について論じた。 
 第４章では、光の透過色とハレーションと称して自己の光の表現を試みた。 
 光を表現するにあたって、素材や技法も効果的に取り入れてみた。暖色系の絵の具を使うことや、下
の描写が透けるような紙を使用したり、光があたることによって反射する箔を使用して光をとりまく空
間を表現した。その他、輪郭線の存在について考え、光の存在をより感じられる画面作りを心掛けた。
それらの結果はさまざまな効果を得られたように思う。そしてそれらは、一貫して、やはりシルエット
の形や見え方に重きを置く情景を意図していたということがわかった。そして背後から差し込む光は、
事物の色彩や形態を暈し曖昧にする。それは水墨画で言う「水暈墨章」、つまり水で暈して墨であらわす
ことと同じで、私の場合、光で事物を暈し色彩で明らかにするという自分なりの表現にたどりついた。
そのことから、色彩の面でも淡い中間色を、儚いものや憂いに例えて好んで使用し、描写においてもス
ケッチから仕上げにかけてかたちを暈していく作業を施した。そのような工程を踏まえ、光のとりまく
空間を表現することは、いわば光を利用して事物を表現することに繋がっていた。私にとって、光とは
さまざまな景色を色付かせ、画面作りにおいて欠くことのできない最良の手立てとなっていた。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 夏の夕、西に傾いた陽が照らし出す風景は、オレンジ色一色に染まる。また逆光は、まばゆい光が世
界をおおい、事物を形も色もぼやけたシルエットとして映し出す。筆者が好んで描くのは、夏、夕暮、
花曇りの植物の風景であり、それはエッジの効いた光ではなく、暖色による包み込むような光の世界で
ある。しかし光そのものは、実体をもたない。どのようにすれば溢れるばかりの光の世界を描き出せる
のか、本論文はその論理と制作の試行について論じたものである。 
 形や色は、本来、光によって与えられるものであり、恒常的というよりむしろ可変的なものである。
それを自覚したのが印象派だが、逆にいえばそれは、色や形で光を表現できるということでもある。そ
のため筆者は、東西の絵画を比較し、とくに印象派の分析から、光の表現には陰影や形をくくる線が必
須要因ではないこと、むしろ充満する光の表現には、形を暈し、同系色の色で画面を統一するのが有効
であることを確認する。これは実際の作品では、すでに筆者が行ってきたことなのだが、これによって
自身の制作論理が意識化されるにいたる。提出作品の、画面全体に薄い和紙を張った「花曇り」や、中
間色を薄く全体に塗った「茜の夕べ」は、形を暈すことで充満する光の表現を演出したものといえる。 
 筆者が描く光の風景には、植物のみが描かれ、点景の鳥や虫や人はいない。また風も音もなく、ひた
すらに暖かな光が包みこむ静寂と、それに包まれた植物の草木が描かれている。光源の太陽が直接描き
こまれていないのも特徴的だ。一見モノトーンに近い暖色系の色と、光で暈された非再現の形態がつく
り出す光の世界は、宗教的なものでも科学的なものでもなく、むしろ生命や体温、感情の温もりに満た
 された世界のように見える。論文全体が醸し出す雰囲気にもそれに近いものがあり、自己の作品と「光
の空間」について誠実に論考した、学位にふさわしい論文として評価された。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 申請者は修士課程より一貫して植物・花等をテーマに研究制作を行っているが、その根底には妥協を
許さぬ取材への取り組みがあり、作品の中には探求者さながらの写生への執念が包括されている。 
 
 提出作品Ⅰの「花曇り」は、“梅”の木を主題とした作品である。表現技法において作画した上に紙を
貼り重ねる等、独自の作画法を研究し、和紙の特性を充分に生かした作品となっている。 
 提出作品Ⅱの「茜の夕べ」は、“夾竹桃”の木の造形美を追求した作品であり、晩夏の夕暮れの景色を
表現した作品である。古典技法の一つである“たらしこみ”を試み、提出作品Ⅰ「花曇り」と比較して
より力強い作品となっている。 
 
 提出作品それぞれその卓越した構成力と芯の強さを感じさせる表現力は高く評価出来る。また、申請
者の取材地に赴いての写生への取り組み、素材への知識を含めた彩色技術の習得の取り組みは評価され
るべき点である。穏やかな色調ながら、明るく眩いばかりの色面で「光」を表現したことも高く評価出
来る。 
 2009年１月19日、主査、副査である日本画研究室教員の４名、及び論文担当第一副査、佐藤道信准教
授と共に審査委員会を行い博士学位授与に値すると判断し合格とした。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 申請者は東京藝術大学絵画科日本画に入学以後、学部、修士課程、博士課程を通じ、一貫して薄塗り
の優美な画肌、また、大気を感じさせる独特の空間表現を創出している。そして、それが“何”を表し
ているのかと、非常に強く印象に残るものであった。 
 
 申請者は、学位論文のテーマを「光の空間」と題して、制作研究の中で“光”と“暈”の二つを軸に
自己の作画過程における創作心理を論じている。本論文の際立った特徴は、自然が作り出す光を感じさ
せる対象を的確な素描と共に描き出し、“光”と“暈”を感じさせる画面に持っていく行程を論理的に解
説しており、論文としての一方向を示している。 
 申請者の提出作品「花曇り」、「茜の夕べ」、「ヒャクニチの景色」は、繊細な余情を漂わす淡い色調表
現と、大気の流れまで映し出すような独自の空間表現が優れている。また、自然が表出する“光”・“暈”
を日本画元来の素材を用いて技術的にいかに表現出来るか工夫されている。特に提出作品「花曇り」に
ついては、描画した上に薄い紙を正麩糊で張り合わせ、大気を表出させ、さらにその上から描き重ねて
いる。 
 構成の基礎となる素描を数多く行い、彩色方法における独自の技術の研究と集中力によって完成度を
上げていく持続力には感心させられるものがある。 
 2009年１月19日、主査、副査である日本画研究室教員の４名、及び論文担当第一副査、佐藤道信准教
授と共に審査委員会を行い博士学位授与に値すると判断し合格とした。 
 
 
 
 
